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[bookmark: _GoBack]２０１８年度「障がい者の多様な学習活動を総合的に支援するための実践研究」参画事業
MLAP（ムラップ）
MUSIC with LIFE for ALL PROJECT
—あらゆる人に生涯音楽プロジェクト—
「障がい者の多様な学習活動を総合的に支援するための参加型の音楽活動を軸とした実践研究」

わたしは、福岡市手をつなぐ育成会保護者会が２０１８年度から携わっている文部科学省総合教育制作局生涯学習政策局生涯学習推進課障害者学習支援推進室による「障がい者の多様な学習活動を総合的に支援するための実践研究」参画事業である「障がい者の多様な学習活動を総合的に支援するための参加型の音楽活動を軸とした実践研究」にコーディネーターの音楽療法士の米倉裕子（よねくらゆうこ）です。今回はこのような機会をいただきましたことに感謝を申し上げるとともに、このMLAPという活動を実施させていただいている音楽療法士の立場からお話いたします。　
　早速ですが、私と福岡市手をつなぐ育成会保護者会との出会いについてお話します。私が福岡市手をつなぐ育成会保護者会と一緒に活動を始めてから１７年になりますが、実はそれは２０年前に１人の保護者の方からの「自分の子どもに音楽療法を受けさせたい。」というご相談を私が受けたことが発端でした。その後、その方を中心にして個人の音楽療法を受ける子どもたちのサークル＜ほっぷ！＞が誕生しました。サークルの活動も軌道に乗り始めた頃、子どもたちの成長に合わせて、音楽療法の個人セッションを経験できるサークル＜ほっぷ！＞だけではなく、集団による音楽療法も経験させたいという保護者の気持ちから、個人セッションと平行してグループ音楽経験ができる「音楽遊びビートン」の活動を開始したのが１７年前でした。この「音楽遊びビートン」では、参加者がボランティアとマンツーマンで音楽活動をするというアイデアを保護者の方から提案があり、参加者と共にボランティアも集めるために広く呼びかける広報活動やネットワークづくりなどを積極的にサポートしてくださったのが、福岡市手をつなぐ育成会保護者会でした。
　それから１７年、「音楽遊びビートン」は、現在も活動が続いています。また、１７年の間には、子どもたちの更なる成長に合わせて始まった中学生以上を対象とした「小グループによる音楽療法ノートン」の実施や、福岡県を中心に活動している音楽療法士による勉強会「博多音楽療法コミュニティーLINKS（リンクス）」が年に１度開催している参加者を問わず地域にお住まいの方誰にでも参加してもらいたい超参加型音楽イベント「りんりんりんくす」のサポートなども福岡市手をつなぐ育成会保護者会が積極的にしてくださっているおかげで、福岡市におけるこれらの音楽を中心とした活動は、常に前向きに成長し続けていると感じ、心より感謝をしています。
　このような活動を続けているところへ、文部科学省が公募している「障がい者の多様な学習活動を総合的に支援するための実践研究」に、参画事業として応募してみないかと会長の下山いわこさんから２年前に声をかけられました。
　これまでやってきた音楽を中心とした活動を障がいとともにある１８歳以上の方たちの生涯学習のプログラムとして再構築していくこと、及び人生を通した音楽経験が、障がいとともにある人たちにとって生涯学習として成立するか否かを実証していくこと、それらがこの実践研究の目標となるのですが、そのようなことが果たしてできるのかと下山会長と話し合いを重ね、最終的には多くの方々のサポートもいただきながらなんとか応募の締め切りに間に合わいました。その数ヶ月後、参画事業として採択されたと報告を受けてから喜ぶのもつかの間、気がつくと息つく暇もないほどの慌ただしい、しかし充実した２年間がこの３月に終わろうしています。
採択されたこの研究は、「障がい者の多様な学習活動を総合的に支援するための参加型の音楽活動を軸とした実践研究：Music with Life for All Project—あらゆる人に生涯音楽プロジェクト—」というタイトルで実践することになり、より多くの方により親しんでもらえるように頭文字をとって「MLAP（ムラップ）」という愛称（ニックネーム）をつけ、マスコットキャラクターの「むらっぷぅ」も誕生しました。テーマカラーは「赤色」として、スタッフは赤色のTシャツを着て活動をすることにしました。
　なぜ、音楽活動は個人から地域社会全体までを対象とできるのか。その理由としては、「柔軟性」のある「音楽」を媒体にしているからだということができます。福岡市手をつなぐ育成会保護者会のサポートにより、様々な対象者に対して様々な音楽活動を実践できた理由も、「柔軟性」を特徴とする「音楽」をそれら全ての活動の中核として据えられているからだといえます。
　ノンバーバルコミュニケーションのツールである「音楽」の「柔軟性」をインターフェイスにしたMLAPの活動が目指しているのは、「障がいのあるなしにかかわらず、みんなが自分自身とお互いを尊重しあえる社会」です。そこに辿り着くには、多くの課題や難しさがあるという現実も承知の上で、この分け隔てをしない「音楽」の「柔軟性」を利用することで、参加者のダイバーシティに対応することもでき且つ、参加した方たちが楽しみながら他の参加者と繫がることを可能にする活動の実践を通して共生社会の実現の一旦を担えるのではないか、「音楽」だったらそれができるのではないか、と考えたのがMLAPなのです。
　京都大学IPS 研究所所長でノーベル賞を受賞された山中伸弥教授が、「学ぶ」方法には２つあるとおっしゃっています。１つ目は、本を読むこと、そして２つ目は人と出会うことだそうです。そう考えると、MLAPが提供する超参加型音楽イベントの場は、プロジェクトの対象者である障がいとともにある１８歳以上の方たちにとっての生活の場と仕事の場の往復から成る日常生活のルーティーンとは違う場の提供、それも普段の生活の中では出会うことがない人たちと音楽経験を共有できるという生涯学習プログラムの実践の場として成立すると考えられるのではないでしょうか。MLAPに参加し、人と関わることが楽しいという感情の中で体感する成功体験は、障がいとともにある人たちにとっても地域住民の方たちにとっても、自尊心の向上や精神的な安定を得ながら豊かな人生を送る事に寄与することができ、また、MLAPが障がいとともにある人たちの社会参加をする機会を提供することで、地域住民の方たちの障がい理解を促すことに繋がり、共生社会のコミュニティー構築をサポートできるのではないかと考えています。MLAPは、楽しみながらいつの間にか学んでいくことを可能にする、つまり、音楽を学ぶのではなく、音楽を通して人と人との係わり方を学習することを可能にするという、極めて音楽療法的なコンセプトをベースにした生涯学習プログラムになり得ると考えています。
[bookmark: _Hlk29479436]　MLAPの今後の予定としては、「超参加型音楽イベントりんりんりんくすIV（1/13）」、「超参加型音楽イベントゆっくりんりんI（1/13）」、「MLAP2019年度報告会（2/8）」と続く予定です。今後とも是非とMLAPに温かい応援のエールをお願いします。
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「MLAP2019年度報告会」を開催！！
2月8日（土）、午前10時～12時、ふくふくプラザ　1階　ホール
基調講演を　福岡市教育委員会教育支援部生涯学習課長　牟田　智佳様に「障がい者の生涯学習（仮）」についてご講演いただき、MLAPの活動報告やこれからの展望などを報告します。ちょっとしたMLAP体験もあります。
多くの方にご参加いただき、障がい者の生涯学習の必要や共生社会につながる場づくり、その場を広めるために知恵を出し合いたいと思います。どうぞ、多くの方のご参加をお待ちしています。問い合わせ、申し込み先は、当会まで。
